
議決権行使レポート 

 

証券コード   8056    

会社名    BIPROGY     

 

 賛成 反対 棄権 

第 1号議案 剰余金処分の件 ○   

第２号議案 取締役 8名選任の件     

平岡 昭良 氏 ○   

斉藤 昇 氏 ○   

葛谷 幸司 氏 ○   

金沢 貴人 氏 ○   

佐藤 智恵 氏 ○   

ナリン アドバニ 氏 ○   

池田 義典 氏 ○   

大崎 麻子 氏 ○   

 

上記の推奨をした理由 

第１号議案 

下図 1からわかるように、BIPROGYの配当性向は、継続的に一般的とされる 30%,40%

台で推移しており、安定していると考えられることから、賛成とする 

 

図１：配当性向 

第２号議案 

まず、全体を通しての取締役の分析を行う。 

・社外取締役が二分の一を占めている。 

・女性の取締役が、再任に一人、新任に一人いる。 

・再任の取締役の全員が、昨年度の取締役会に全て出席している。 
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配当性向 33.6 38.8 38.6 42.2 41.7 39.8
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・下図２からわかるように、BIPROGYの ROEは過去 5年期の平均が 14.73％であり、

基準となる 5％を大きく超えている。 

 

図２：ROE 

以上を踏まえた上でさらに各候補の賛否を決定する。 

平島昭良氏 

最も長く取締役を務めており、かつ ROE等からわかるように近年の BIPROGYの業績は

良好である。よって賛成。 

斉藤昇氏 

社内取締役のうちで唯一、グローバルビジネスに関する知見を有している。よって賛成。 

葛谷幸司氏 

金融事業部門副部門長や経営企画部長を務めた経験があり、同社の経営判断や事業戦略に

関する知見を有している。よって賛成。 

金沢貴人氏 

社内取締役（当社の主要株主である大日本印刷の役員であるため社内取締役とされてい

る）のうち唯一、他社での経営経験がある。よって賛成。 

佐藤智恵氏 

社外取締役のうち最も長い在任年数であり、経歴の幅広さから、その助言を期待できる。

よって賛成。 

ナリンアドバニ氏 

ベンチャー投資家としての実績を有しており、かつ他社での経営経験や、グローベルビジ

ネスに関する知見を有している。よって賛成。 

池田義典氏 

国税庁に務めていた経験があり、社外取締役のうち唯一財務会計に関する知見を有してい

る。よって賛成。 

大崎麻子氏 

近年ますます世論で重要視されているジェンダー問題に社会貢献等の観点からも企業も積

極的に取り組みを見せるべきであり、同氏はジェンダーの専門家であることから賛成。 

2019 2020 2021 2022 2023

ROE 12.42 17.08 13.82 15.89 14.44
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